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才ます。てのことに-i分注忌、して、火災予防につとめてく
ださい。

エミトー

活字
自消

記k
色昆

七

支;

事フ

よ
."， 
《日

失 '
火

5、
h
o

-C一行
V

市
福
祉
事
務
所

身
障
者
相
談

に
中
野
さ
ん

①使用説明書をよく読んでおく
使わせi:川、。

②燃料は指定され.fc:il七以外のものは使わないこと(普通
のストーブはFJ灯油〉

③石油ストーフを慢勺でいる J是]阿古:'fW~Tにするときは、
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